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平城宮跡発掘調査部

遺構の露出保存に関する工法の研究発掘調査された遺椛をそのまま螺出して保存するために

は，（１）遺橘の埋蔵環境と劣化現象の関係を明らかにすること，(2)保存の環境条件に適合，もし

くは耐久性を持たらす保仔処理工法，ならびにその保存材料の検討が必要である。

（１）埋蔵環境を示すファクターのひとつに水質の変動がある。一方，古城の石室・石棺材とし

て，また，礎石・基壇等の建築部材などに凝灰岩が広く利用されている。これは一般に固結度

も低く，その劣化も激しい。凝灰岩の劣化度は吸水率（空隙率）と関連性(第，図左参照)を持っ

ているので，劣化度はその吸水率から知ることができる。したがって，凝灰岩の劣化度と埋蔵

環境との'wI関関係は，その埋蔵周辺の水質との関係を調査することによって得られる。実験で

は水浸時の凝灰岩のアルカリ金属，アルカリ土瓶金属等の溶出最と水のｐＨとの関係を測定し

た。第２図は①まだ新鮮と思える凝灰端，＠すでに風化しているもの，⑤保存材料で強化処理

されたもの（ここではエチルシリケートによる硬化処理をおこなった）をｐＨ一定の水iIIにさらし，

カリウム（Ｋ）の溶出量を測定したものである。④の溶出.'1tにくらべて，Ｏのそれはきわめて

少なく，保存処理による絶大な効采を示している。

(2)土質遺構を合成樹脂で硬化して，露出保ｲfする方法は以前から検討されてきたが，コンク

リートに土を硬化すると，硬化されない部分との間に屯列が生じ，さらには，硬化部分に歪翠

をﾉﾋじるなどの障害が起り，保存処理に成功した例は皆無に近い。木研究では-上質をコンクリ

ートに固めないで，上質本来の吸脱湿性をもたらす．I皇法を採ﾊ』し，前述の障害を解消しようと

するものである。また，施工に先立ち，イj･効と思われる保存材料を約16稲リストアップし，そ

れぞれについて施工時の難易度，、Ｉ化後の上質の吸脱湿性・強度等を比較検討した。なお，保

存環境の条件に合せて上質硬化の物理的性質を適宜調整できることも確認している。（科学研

究慨特定研究「古文化財」の成果）
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奈良国立文化財研究所年報

青銅鏡の非破壊分析非破壊的方法による金属製遺物の分析は，自ずと遺物表面の分析をする

ことになる。一方，金属製遺物の大半はその表而部分がすでにさびてしまっているので，非破

壊的方法とは表面のサビの分析を意味する。このようなサビの分析値は遺物本来の組成を示さ

ないが，なおかつ考古学的な研究に寄与できるよう，いわゆる非破壊分析に関する原理的な検

討をおこなった。木実験のための分析試料をI¥銅鏡に絞り，蟹光Ｘ線分析法を利用した。青銅

鏡の腐蝕が進行しても，含有量が70パーセント以上を占める銅に比して，含有鐙の少ない錫や

鉛の変動は銅よりもはるかに低いため，蛍光Ｘ線分析で得られたピーク強度比，〔Snkα/Cukβ〕

に対する〔PbLγ/Cukβ〕の比はほぼ一定となる（第３図参照)。つまり，同一青銅鏡について，お

よそ10ケ所の測定をおこない，第３図のようにＸ－Ｙ座標にプロットされる点の回帰係数（直

線の勾配）をもとに，各試料間の相異を表現できる見通しを得た。第３は三角縁神獣鏡につい

て，主として錫の含有二瞳のちがいによって二種類のグループに分けることができた例を示す。

（科学研究饗特定研究「古文化財」の成果）

遺構部材の取り上げ工法現場で保存することが困難な遺構や，展示・調査研究のために室内

に搬入したい人骨・貝塚・窯跡などは出土時のままで切取り，軽量の合成樹脂で包承込んで運

搬することができる。最近では平城宮跡出土のしがらみの一部切取り保存の例がある。まず，

しがらみの一部分を切出し，和紙などで覆いをつける。次に全体を発泡性の硬質ウレタン樹脂

を流し込み，硬化・梱包する。ここではウレタン樹脂が木材に付着しないようあらかじめ和紙

を被せた。しがらみ全休を包み込むウレタン樹脂の体積は7004にも及んだが，その重量はわ

ずか20k9であった。なお，取り上げる遺構部材は寸法・重逓・形状はもちろん，その材質が

千薙万別であり，取り上げたあとの処理が複雑で，しかも竜要な仕事となる。しがらゑの場合

には，木材と土壌から隣成されており，いずれも尚分子量のＰＥＧで硬化することができた。
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の保存処理指導・洲'継県・渡名喜村教育委員会。
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会。（沢11111ﾐ昭．秋llll隆保）
節３ｌｘＩ脊銅鏡の蟹光Ｘ線分析
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